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クラブテーマ

「4 つのテスト」を実践し ロータリーの価値をたかめよう。

Let's Make The Best Better  前へ！

◆点鐘：佐藤　章夫 会長 ◆ロータリーソング：蔵王を仰ぐ
◆司会：早川　　徹 S.A.A. ◆会場：山形グランドホテル

Yamagata West Rotary 第2885回例会 令和２年８月31日（月）

会長：佐 藤 　 章 夫 　　幹事：遠 藤 　 正 明

　コロナ禍が収束する前に、今度は猛
暑が襲来しました。健康に十分気配り
されながら、この難局をともに乗り
切ってまいりましょう。本日、齋藤ガ
バナーが山形西ロータリークラブを公
式訪問されました。皆さまを心から歓
迎申し上げます。

　今日は公・共・私についてお話したいと思います。
　明治維新で新政府は、明治 6 年に地租改正条例を交付してお
ります。役人が田んぼにいた農民に「この土地は誰ものか」と
尋ねたところ、「上の土は俺のもの、中の土は村のもの、下の
土地は国のもの」と答えたそうです。1 番上の土地は、自分が
祖先から引き継いで、土を肥し、作物を育ててきたのだから、
自分のもの。しかしそれができるのは、共同社会たる村の衆が
みんなで農道を整備し、灌漑施設を作って、維持してきたから、
中の土地は村のもの。その下は誰のものでもない。国のものと
いう意味です。農民の土地に対する心情を的確に伝えています。
　水の利用に関しては、河川法第 2 条第 2 項に、「河川の流水
は私権の目的となることはできない」と明記されております。
河川の水は誰のものでもありません。しかし、この河川から村
人たちが共同で導水施設を作り、自分の村まで水を引いてくれ
ば、村のものになります。さらに、その水を村の了承のもとに、
個々の田んぼに入れて使う分には、農家個々のものとなります。
使い終わった水はまた川に流入し、下流で再び公共の水となり
ます。
　東日本大震災、そして今時の豪雨災害のときによく使われた
言葉に、自助、共助、公助があります。大災害に遭遇したら、まず、
自分の身を守れ。落ち着いたら周囲の人間を共同で助けよ。国
は災害時の復旧を担うという構図です。これは、災害に限った
ことではありません。洋の東西を問わず、天は自ら助くる者を
助く、まずは自助努力。助け合いは災害時に限りません。生活
保護については、共助より公助のほうが機能しやすい。身より
のないお年寄り、身体不自由な人々にまで、自助を強要するこ
とはできません。共助、公助の出番です。
　私たちは共存社会に生きてます。それは、公・共・私の棲み
分けと、連携で保たれているのです。私たちロータリアンは、
職業を通じて、個々に社会貢献をしているのですけれども、ク
ラブの立場では、無償の奉仕で共の分野を豊かに膨らましてい
く使命を帯びております。共の分野が大きく広く存在すること
は、その国の健全性と強靱さを裏付けると私は思っております。

会長あいさつ　　　　　佐藤　章夫 会長

〈 8 月 31 日 〉
齋藤榮助ガバナー、北門一忠ガバナー補佐／素晴しい活動
の１年を祈念して。
佐藤章夫会長、遠藤正明幹事／齋藤榮助ガバナーをお迎えして
本日、齋藤ガバナーと北門ガバナー補佐をお迎えし、例会
が開催できること、非常に嬉しく思います。本日、よろし
くお願いいたします。
東海林健登さん／ガバナー、ガバナー補佐をお迎えして
齋藤ガバナー、北門ガバナー補佐をお迎えし、例会を開催
することができましてニコニコします。
鈴木浩司さん／齋藤榮助ガバナーを歓迎して。
遠藤栄次郎さん／齋藤ガバナー来訪を歓迎して
山形西ロータリー来訪、ありがとうございます。
中山眞一さん／お世話になっております。第2800地区ガ
バナー、齋藤榮助さんのご来訪を歓迎いたします。なお、
本日は不在ですが、地区資金委員長は当事務所の赤城税理
士です。
細谷伸夫さん／齋藤榮助ガバナーを歓迎して
齋藤榮助ガバナーの公式訪問を歓迎すると共に、我が山形
西ロータリークラブのご指導に感謝してニコニコします。
齋藤ガバナーにはコロナ禍ではありましたが、2800地区
のため、ご尽力くださることをご祈念申し上げます。
武田元裕さん／齋藤ガバナー、ようこそお越し下さいまし
た。ガバナーの責務、全うできるよう、微力ながら応援し
ております。
遠藤靖彦さん／齋藤ガバナーを迎えて
齋藤ガバナーには石油組合、明治大学の校友会、コスモ石
油の会と大変お世話になっています。今日は楽しみにして
います。
市村清勝さん／１．ガバナー公式訪問を歓迎して
コロナ禍の中、ようこそ、山形西ロータリークラブにおい
でいただきました。齋藤ガバナーのご活躍をお祈りいたし
ます。
２．福島県一切経山山頂からの絶景
昨日は雨を覚悟しての山登りでしたが、途中から雨もや
み、山頂付近では晴れ間も出始めました。山頂から吾妻小
富士の火山口を見下ろし、コバルトブルーのカルデラ湖、
『魔女の瞳』に見入ってきました。密のない素晴らしい１
日でした。

ニコニコＢＯＸ



ガバナー補佐挨拶

ガバナー卓話

　こんにちは。ガバナー補佐の北門であります。
　私が本当に心から言いたいのは、今年のクラブ運営
は、前代にないＣＯＶＩＤ-19という未知の種族、彼らと
の闘いであります。しかし、クラブ運営に関しましては、
勇気を持って会長、幹事及び理事会に、バックアップをし
ていただいて、各クラブにクラブ運営は任されております
ので、とりあえず私の言葉から言うと、本当に同調するこ
となく、西クラブは西クラブの、独自のクラブ運営を心か
ら願っております。
　会長、幹事、この１年間大変だと思いますが、周りのク
ラブがどういう運営をしてるかということを見ながら、流
されることなく、西ロータリークラブの特徴を生かしてい
ただいて、勇気を持ってクラブ運営をお願いしたいと思い
ます。

　皆さん、こんにちは。今年2800地区のガバナーとして、
１年間お世話になります齋藤榮助でございます。よろしく
お願いいたします。
　先ほど会長、幹事さんと打ち合わせさせていただきまし
た。その時に皆さま方の年次計画書も見させていただき、
中に「西ロータリーの概況」というのがございました。これ
を見て、とにかくすごいなと思いました。過去４代ガバナー
を輩出されていらっしゃいますし、本当に素晴らしい人数
でもいらっしゃいます。いろんな意味で2800地区を先導し
てくださっているロータリークラブさん、本当に御礼を申し
上げたいと存じます。
　早速お話をさせていただきますが、去る８月19日にクナー
クＲＩ会長から皆さま方にメッセージが来ておりました。「新
型コロナによって、ロータリーはこれまで想像もしなかった
新たな課題に直面しています。しかし、どのような課題にも
それを上回るほどの大きな機会が存在するものです。『ロー
タリーは機会の扉を開く』のテーマは、さらに大きな重要
性を帯びています」というメッセージが届きました。
　６月から多くのクラブ例会が再開し、私は本当に喜びと
嬉しさを感じました。やはり例会あってのロータリーと、気
持ちを一段と強くしたところでございます。人が集い、信頼
する人と付き合う喜びは人間らしさの１つと言われておりま
す。例会再開がまさにそのことを証明したと思っております。
今年、私から皆さま方に、定款・細則の改定をお願いいた
しました。これは３年ごとに規定審議会が行われ、そして
その中で出てきたことを定款に反映させるということでご
ざいました。特に今年は大きなことが２つほどその中に含
まれていたように思います。
　１つは、ローターアクトの問題でございます。先日、山形
の５つのクラブでローターアクトクラブを立ち上げていただ
きました。このローターアクトは、今までは提唱クラブの下
部組織のような形で位置づけをされておりましたけども、
今後はわれわれロータリアンと同じような本当に大きな柱
として、独立した、そして信頼できるロータリークラブとし
てもっていきたいというのがＲＩの方針でございます。
　それともう１つは、定款・細則の変更が結構大幅になっ
てきたということでございます。
　ローターアクトクラブ、これを独立させていくというの
は、口で言うのは簡単ですが、難しい問題が数多く出てき
てます。彼らを独立したら、経済的にもそういう形でやって
いくためには相当の年数がかかるのではなかろうかと考え
ているところです。既に地区から毎年100万円弱の資金を彼
らに運動資金としてお渡ししておりますし、提唱クラブのほ
うからも毎年なにがしかのクラブ活動費をお渡ししているの
ではなかろうかと思います。これらがすべて独立していくと
なってくれば、なかなか大変だろうと思っているところです。
　また、日本にはＪＣという本当に大きな組織がございま
すので、そこと活動が相当だぶってくるのではないかと思い
ますが、ＲＩの方針とすれば、こういう方針でいくんだとい
うことをご理解だけいただければなと思いました。

●遠藤栄次郎会員より米山奨学会のご寄付をいただきま
した。ありがとうございます。

●FAX にてご案内申し上げましたが、９月14日の芋煮
会が 10月19日に変更になりました。改めて出欠のご
案内をしてまいりますので、多くのご参加をお願い申
し上げます。

幹事報告　　　　　　　　遠藤　正明 幹事

北門　一忠 氏
ガバナー補佐

齋藤　榮助 氏
国際ロータリー第2800地区ガバナー



に当たる言葉であり行動であると思います。それで私は今
年のテーマを「『４つのテスト』を実践し、ロータリーの価
値をたかめよう」というふうにさせていただきました。
　さて、方針を申し上げさせていただきましたが、重点項
目を４つほど挙げさせていただきます。１つ目は、職業奉
仕はロータリー独自の思想哲学で、誕生の歴史を紐解き、
他の奉仕団体との違いを学習してください。貴クラブは伝
統と歴史がございますので、もう1度復習していただければ
と思ったところです。
　２つ目は、会員拡大と退会の防止。これはロータリーが
できてから毎年出てくる言葉でございます。今現在私はこ
れを逆にしたいという感覚です。退会の防止をし、そして
会員の拡大をしていただきたいと思ってるところでございま
した。７月31日現在の2800地区は、現在1,540名でござ
います。何とか1,600名の大台までと思っております。
　３つ目は、クラブ例会のあり方の学習です。多様化した
中での例会のあるべき姿を学び考えてください、という
ことでございます。今皆さま方が行われているこのロータ
リークラブの形態は、従来型ロータリークラブというもの
でございます。その他７つほどあります。先ほど言いました
ローターアクトクラブも入ってます。それから衛星クラブ、
Ｅクラブとパスポートクラブ。それから会社の中にお作りに
なる法人クラブがあります。学友中心、つまり米山だとか
交換学生のОＧ、ОＢで作る学友クラブというのがありま
す。そして活動分野に基づくクラブというのがございます。
特定の問題に取り組むためにつながりを求める人だけの集
まりのクラブ、だということでございます。
　私が33年前に入会させていただいた時に、ロータリー
クラブとはこうあるべきだと諸先輩からいろいろお教えい
ただきました。そういうことを考えますと、一体ロータリー
クラブとは何ぞやという形にもなってまいりました。既に数
年前から、月４回が２回になり、それから職業分類がなく
なり、奥様も入れるという、どんどん緩くなってまいりまし
た。しかし、今世界の動きを見ますと、このようにやらざる
を得ないような動きで回ってるんではなかろうかということ
です。だからといって、皆さま方が迎合する必要はない。
自分のクラブはこうありたいと思うのはそのままぜひお続
けいただきたいと思います。私もこれからもロータリーに
いますが、こういうクラブでこそ私は活動していきたいと、
思ってるところです。が、そのような動きも全世界で起こっ
ていることをご承知おきいただきたいと思っております。
　来年RYLA研究会山形大会、全国大会が開かれる予定で
ございましたが、どうなるか分かりませんので、決まりまし
たならばご協力いただきたいと思います。本来ですと３月下
旬、寒河江で開く予定でございました。
　次に、このような状況から当初の計画、変更せざるを得
なくなったことをいくつか皆さま方にお伝えしたいと思いま
す。まず地区大会の変更でございます。最初10月の中旬に
開く予定だったのですが、来年の６月４、５日、米沢で開き
たいと思っております。安全安心をモットーに開きたいと私
は思っております。
　次に、インターアクトの中止でございます。現在の高校
はカリキュラムが大変遅れておりますので、地区でのイン
ターアクトの活動は中止いたしました。
　地区ダイナの活動、本来９月末に行う予定でしたが、
2020年は中止させていただきます。何とか5月の末頃に
できないものかと言っていろいろ計画をしてることだけ、
ちょっと覚えておいていただければと思います。
　青少年交換学生の事業は今年は中止いたします。このよ
うな世界の情勢でございますので中止いたしました。今年
行く予定であった高校生の４人のうち３人までは２年生でご

　それから今までの定款の中に、どうしてもこうしなけれ
ばならない、「ねばならない」という項目が結構あったよう
に私は思っております。それが自由裁量権が大変大きくな
りまして、細則で決めればいいという項目が増えてまいりま
した。私が入って33年になるわけですが、その頃の先輩の
皆さま方から教えられた「こうあらねばならない」というの
から相当性格が変わってきてるのではなかろうかと思いま
すし、私がガバナーとして皆さまにお話することも、そうい
う問題から離れてＲＩの方針を皆さま方にお伝えし、あとは
クラブ自らの方向をお決めいただければなと思っていると
ころでございます。
　新ＲＩ会長のホルガー・クナークさんはドイツ出身の64
歳の方です。彼は現状認識、３つほど挙げられました。
　１つ目、ロータリーは全世界で大きな存在であることを
自覚してください。２つ目、世界で環境や世代、言語や文
化の違う中でもロータリーの持ってる多様性こそが素晴ら
しいことです。３つ目、私たちロータリアンは固い友情で
繋がり、４つのテストを共有する価値観のもとで信じ、活
動しております。
　そして今年度のテーマは、奉仕やその他の行動の機会
ができる大きな扉を開いてください、とおっしゃいました。
その機会とは何か。６項目ほど述べていらっしゃいます。
　１つ目、奉仕プロジェクトを実施し、やり遂げる機会を与
えてくれます。２つ目、リーダーシップの機会を与えてくれ
ます。３つ目、クラブに入会するというだけでなく、無限に
開かれた機会へ招待をしてくれます。４つ目、ポリオのよう
な大きなプロジェクトから地域社会のささやかなプロジェ
クトまで、奉仕する機会を開いてくれます。５つ目、世界中
の友人たちとともに、より豊かで意義ある人生の挑戦する
機会の扉を開いてくれます。６つ目、私たちすべての活動
がどこかで誰かのために必ずや役立つ機会の扉を開いてく
れます。
　そして会員自身や受益者の人生をより豊かにするため未
知を開くのがロータリーであるというふうに述べていらっ
しゃいます。今年度のテーマは『ロータリーは機会の扉を
開く』となさいました。
　次に、地区目標についてお話をいたします。私は今年
ちょうど75歳になります。戦争の足跡が残る時代に育って
まいりました。そんな時代の人たちは、再び戦争のない社
会を目指し、学んだのが民主的な国作りだったというふう
に思います。その中心は自由と平等、人権と法の支配であ
ります。戦後、わが国は曲がりなりもその考えは確実に根
付き、自由、平等、人権、法の支配は、それがごく普通で
当然のことと思ってまいりました。
　しかし今の世界を見ますと、必ずしもそのようには動い
ておりません。欧米の民主主義も、一時の輝きを失って
いるように私は感じております。さらに、近隣の国々では
言論の自由、人権の擁護や多国間での寛容の精神が後退
し、平和へ導く価値観がバラバラになり始めていることに
危機感を抱いております。そして私たちロータリーが全世
界で奉仕活動をしている人道的な諸問題の多くは、まさに
戦争によることは皆さまよくご存じのとおりでございます。
　また、ここに来て残念なことでございますが、わが国で
もこのコロナで平時では表れない差別や偏見、分断が発生
しはじめてまいりました。このような状況だからこそ、せめ
て私たちロータリアンは4つのテストを心に留めていただき
たいと願っています。
　ロータリーは価値観を共有するコミュニティです。真
実、公平、好意と友情、みんなのためは人類の普遍的な倫
理であって、いかなる場合もいかなる時もすべての行動に
適用する価値観であり、ひいては平和を希求し得る最も礎



本日出席（８／ 31）
会員総数 出席会員数

97名 72名

をして、ポリオにはかからないようにしていますが、全世界
ではまだまだそんなことできませんので、これからの息の
長い活動が必要ではと思っています。
　それから米山奨学生。山形県はほんとに留学生の数が
一番少ないというのが、去年の山新に出ておりました。何
とか皆さま方と協力をして多くの留学生を呼んでいきたい
と、思っております。
　さて、最後になりましたが、私は皆さまの健康と安全を
維持していただき、そして会社を守っていっていただくこと
が一番大事だと思っています。その上で、できるならばで
すが、もし経済的に厳しい方がいらっしゃるならば、でき
る範囲内でご協力をいただき、それからクラブ定款・細則
を上手に見直しをいただき、再びその人と共に活動できる
日が来るまで温かく見守っていただければなと思っていま
す。一度糸が切れますと、再び紡ぐのが難しくなります。
わずかでもつながっていけたらなと思っております。クラブ
定款細則の中に休会というシステムはございませんが、出
席義務の免除ということがございますので、上手に運用し
ていただければ、そのような形もできるのではと考えてる
ところです。
　また、クラブは楽しくなければ長続きいたしません。楽
しみ方はそれぞれにおいて皆さま方違うだろうと思います。
例会に来ることが楽しい、中には奉仕活動をしたい、それ
から懇親会が好きだと。仲間と一緒にゴルフ、あるいは山
登りするのが好きだという方もいらっしゃいますでしょう。
その根底に流れるのは、それも含めてやっぱり楽しい会だ
ということが一番大事だろうと思います。
　今後とも楽しい会を１年間、佐藤会長を中心として、ひ
とつ進めていただければなというふうに感じてるところでご
ざいます。山形西ロータリークラブが1年間素晴らしい活動
をなさいますことをご祈念申し上げ、私からの挨拶とさせ
ていただきます。今日はありがとうございました。

ざいましたので、来年本人たちが希望すれば、それぞれの
国に行ってもらいたいと思っております。
　今年ちょうど地区が出て30周年になりますが、その間１
度も記念誌を作ってないということで、今年は何とか記念
誌を作りたいと思っております。ちょうど来年の今頃発刊す
るような、そのような段取りをしてるところでございます。
　次に、皆さま方に今日、ガイガンデッカーの本をお渡し
をいたしました。これは鈴木一作パストガバナーが大変敬
愛してやまない、ロータリー115年の歴史の中で、思想的
に大変重要な位置を占めた方のお１人でございます。ポー
ル・ハリスとかアーサー・シェルドンだとか、ハーバート・
Ｊ・テーラーだとか、いくつかのうちのお1人だということで
お読みいただければ幸いだと思っております。
　それから日本ロータリー100周年、皆さんと一緒にお祝
いをする予定でしたが、その100周年記念式典は今年は中
止となりました。
　普段通り活動していただきたいこともいくつかあります。
１つは米山奨学生。これは大学生でございますので、粛々
と活動していただきたいと思います。次、奉仕プロジェク
ト。こちらの補助金プロジェクトでは、猫の断種だとか、
いろいろとなさってるとお聞きしてます。
　次に、ロータリー財団、それから米山奨学会のご協力、
例年ですが、ひとつお願いしたいと思います。財団の中で
も、特に、ポリオの問題でございますが、まだまだ完全
に地球上からなくすのは難しいようでございます。７月21
日現在ですが、パキスタンに58名、アフガニスタンに29
名、まだ罹患者がいるということでございます。ただ先
日、ＷＨОから、アフリカ大陸の野生株におけるポリオは
絶滅したということが、新聞に大きく載っておりました。そ
れだけでもうれしいかなと思いますが、野生株については
こうやって何とかなってもその後にも、まだしなければいけ
ないことが数多くあるといいます。日本の場合ですと注射


